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平成１９年１０月

　　　　　研究推進委員会だより　事務職員会研究推進委員会
１０月に入り、やっと秋らしい季節になりました。忙しさは相変わらず続きますが、是非、秋の草花に目をむけ、季節を味わってみてはいかがでしょうか？

また校内では後期が始まりました。前期を振り返り、新たな課題を見つけ、後期に活かせていけたらよいなと思います。
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[image: image3.wmf]　となりの共同実施！　～第１支部から～
　第１支部の学校事務共同実施の目標は３点あります。第１に『共同実施により、効率化を図り、各校での課題解決に向けて取り組む』、第２に『中学校区ごとの教育支援を行う』、第３に『情報を整理し、有効に活用する』ことです。今回は、中学校区ごとの教育支援活動と学校経営参画推進の共同実施について紹介します。
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年度当初『１８年度中学校区実践報告』を作成し、中学校区実践の成果と課題を洗い出しました。それをもとに『平成１９年度中学校区教育支援活動シート』を作成し、新たな課題解決に向けた『年間計画』のもと、実践につなげています。
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　さらに、各学校における個々の経営参画をバックアップするため、8月の共同実施会では、各校の『目標シート』をもとに、グループで話し合う場をもちました。校内での協働や他校との連携について意見交換し、実践を進めています。
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校務用パソコンの導入に関して
の情報は少なく、校内での運用
について混乱が予想されていまし
た。年度途中でもあり、校内予算をいかに効率よく、校務用パソコン導入に生かすか、学校現場にいる事務職員の腕の見せどころ！！
次のような手順で、取り組みを進めました。
　　　　　　　　　　　　　
1． 課題をあげ、項目を整理する。　　　　　　　　　　　　　　　
2． 予想される効果を明らかにする。　　　　　　　　　　　　　
3． 誰を支援者として、どんな事を行うか具体策をたてる。　　　
4． 共同実施でできることはないか検討する。　　　　　　　　　
→共同実施会へ提案
１０月２３日（火）は

静教研学校事務研究集会（中部地区）です！
受付　１３：１５～　会場　あざれあ
　　　　持ち物　平成14年4月発行「公務災害・通勤災害質疑応答集・認定事例集」
「静岡市以外の地区って、今どうなっているの？」と思うことありませんか？

静岡市以外の人からは「今の静岡市ってどうなっているの？」よく質問を受けます。今、静岡市は注目されています！

１０／２３の研究集会では「各地区の研究・研修の報告」と「公務災害についての講話」を予定しています。各地区の報告については次のような内容が予定されています。他地区の状況を聞くことのできる貴重な機会です。当日は研究集会のアンケートがあります。ご協力お願いします。




この研究集会の企画運営は中部地区研究推進委員会です。（委員長　大井川西小学校　五十右事務主任）


静岡市の中部地区研究推進委員は、長田南中学校　大橋ことみ　　　　　美和中学校　杉山ひろ子

　　　　　　　　　　　　　　　　大里西小学校　渡邊　克二　　　清水第五中学校　齋藤　哲也

　　　　　　　　　　　　　　　　清水第三中学校　中村　圭佑
　　　　　　　　　　です。

これからもよろしくお願いします。

目標


校務用パソコンの校内での運用を検討する。








各校の取り組みを支援しながら、支部全体へも広げていくという二重の効果が出ています。





ある学校の「目標シート」の一部を紹介します。








◎小笠地区


「掛川南地区学校事務共同実施について」





◎志太地区


「経営的視点に立つとは？」





◎静岡市





「静岡市の共同実施って何しているの？」


「静岡市の研修ってどうなっているの？」


共同実施におけるOJTについて若手事務職員の体験を通し、静岡市の様子を報告します。





�





「静岡市の共同実施におけるOJT」





中部地区研究推進の重点は「『コスモスプラン』に基づき学校事務及び学校事務職員の目指す姿を具現化する。」で、合い言葉は「学校経営参画『マネジメントできる人へ』」です。


コスモスプランは私たち事務職員の役割などを幅広く描いたグランドデザインです。また「マネジメントする」とは「校長の補佐」だけでなく、もっと大きな意味でとらえてみましょう。たとえば自分をアピールしたり、自分で企画したり・・・。


この研究集会をとおして各地区の実践や研究の成果を共有し、各地区や学校での活動のヒントやきっかけとなればありがたいです。そしてコスモスプランをより身近に感じていただければと思います。








